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平成２５年１０月１７日 第２６号

今回は、「はばたく群馬の指導プラン」第Ⅰ章を活用して、理科の授業を具体化した例を紹介します。

<「はばたく群馬の指導プラン」２８ページ 理科 小学校３年生>

↑ ↑ ↑

使ってなっとく！「はばたく群馬の指導プラン」（理科）編

「はばたく群馬の指導プラン」の第Ⅰ章は、各教科等の身に付けさせたい資質や能力を、児童生徒の具体的

な姿や取り組み例でまとめてあります。日常の授業づくりで活用してみてはいかがでしょうか。

なるほど。小学校

３年生では、共通点

や差異点に目をつけ

て、比較するような

授業づくりをするん

だな。本時を構想し

てみよう。

どれも導線が＋
極と－極につなが
っているよ。

よし。これらの考えを中心に、全体で考察させることで、「乾電池の＋極、豆電球、乾電池の－極が、

一つの輪のように導線でつながっているとき、豆電球に明かりがつく」という見方ができ、ねらいの達成

につながるぞ。次は、全体での考察のさせ方をじっくり構想しよう。

子どもが前時に試したいろいろなつなぎ方を下のＡ群、Ｂ群のように分け、それらを比較させよう。

最終的なねらいの達成に向け、個人で考察する場面において、Ａ群の共通点として、最低限、子ども

に気付かせたいことと、それに気付かせるためのヒントとなる言葉がけを考えてみよう。

導線が一つの
輪のようになって
いるね。

乾電池→導線→豆電球
→導線→乾電池のように
つながっているわ。

ヒント：導線のつなぎ方はど

うなっているかな。

ヒント：Ａ群と、Ｂ群のキ

を比べてみよう。

ヒント：導線を指でたどっ

てみよう。

最終的には、「乾電池の＋極、豆電球、乾電池の－極

が、一つの輪のように導線でつながっているとき、豆電球

に明かりがつく」ということを考えさせる授業だな。

「指導プラン」でポイントを確認してみよう。

小学校３年生 理科 単元名：明かりをつけよう

本時のねらい：明かりがつくときとつかないと

きのつなぎ方を比較し、明かり

がつくつなぎ方を考察すること

ができる。

ねらいは「明かりが

つくつなぎ方を考察す

る」ことだから、Ｂ群

と比較させながら、Ａ

群の共通点を考えさせ

ることが授業の中心に

なるな。


